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 ★裏面に食に関する情報を載せています。どうぞご覧ください。 

令和４年５月 

流山市立八木北小学校 「地産地消の推進」 

 千葉県産や流山産の米や 

野菜を多く取り入れ、昼の放送 

やホームページなどで紹介しています。 

「牛乳パックのリサイクル」 

 飲み終わった牛乳パックは各自開いて

洗い、リサイクルして 

います。 

「食品ロス削減の推進」 

 安全でおいしい給食の提供と、食事の

重要性を理解し、食べ物や生産者、作っ

てくれた人への感謝の気持ちを持つこ

とで、残渣を減らします。 

「和食文化、郷土料理の継承」 

 和食や行事食、郷土料理を献立に取り

入れ、和食文化の良さを 

伝えています。 

「かつおの薬味ソース」 ～薬味ソースでかつおの臭みも気になりません～ 

（材料）1 人分 かつお 40g 片栗粉４ｇ 揚げ油 長ねぎ３ｇ にんにく 0.3ｇ 

 しょうが 0.3ｇ 一味唐辛子少々 砂糖２ｇ しょうゆ３ｇ 酢 1.5ｇ 酒１ｇ 

（作り方）①かつおに片栗粉をまぶして、油で揚げる。 

 ②長ねぎはみじん切り、にんにく、しょうがはすりおろし、調味料と混ぜる。①のかつおに

かける。 

 ※薬味ソースは、かつお以外の魚や、肉にも合います。 

今月の献立より 

  「１年生生活科」 

 １年生は、生活科の時間に給食について学習しました。給食室で調理している様子をビデオ

で見て、食材の量の多さや調理員さんが手早く調理しているところに歓声が上がっていまし

た。また、給食室で実際に使っている１２０㎝のしゃもじを持って、その大きさにびっくりし

ていました。そして、調理員さんのインタビューを見て、大変な 

ことやうれしかったことなどを知りました。給食が出来るまで、 

生産者や納入業者の方々、調理員さんなどたくさんの人々が関 

わっていること、食べ物の命をいただいていることを伝え、感謝 

の気持ちを持って残さず食べることの大切さを学習しました。 

食育タイム 

「手は外部の脳である」とドイツの哲学者カントがいったとされるほど、手と脳は密接な関係にあ

ります。手を使うことは手の器用さを増すだけではなく、脳の発達も促すことが 

科学的にわかってきました。毎日の食事で、はしをつかいこなしましょう。 


